
 

  

■ はじめに 
土砂災害による人的被害を軽減するためには、警戒・

避難対策の強化が不可欠であるが、市町村による避難勧
告等の発令や住民自らの避難を判断するための状況把
握は難しく、避難が遅れるといった課題が見られる。 

一方で、住民が土砂災害の前兆現象を見つけ、家族や
近隣住民とともに避難し、人的被害を回避した事例が
度々報告されている。このような「地鳴り」「土臭い」といっ
た前兆現象等の情報から土砂災害の切迫した状況を把握
することは、早期の警戒・避難につながるものと期待される。      
これまで、これらの情報の多くは、電話通報によって住民
からもたらされており、情報を迅速に収集し、共有すること
に課題があったと考える。それが、近年のインターネット接
続が可能な携帯端末やSocial networking service（以下
「SNS」）の普及により、文字や写真による情報発信や共有、
収集が容易になった。地域住民が見た、聞いた、感じたな
どの感知した情報がSNS等で配信・共有できる状況は、遠
隔地からでも現地の状況やその変化を把握できるセンサ
として活用できる可能性がある。 

そこで、ソーシャルメディア情報から土砂災害の前兆現
象や災害の発生状況を把握し、これらの情報を警戒・避
難システムに組み込むための取り組みを紹介する。 

 
■ 活動内容 
１．ソーシャルメディア情報を活用した状況把握の可能性 

本検討では、ソーシャルメディア情報として、リアルタイ
ム性が高いTwitterを用いた。前兆現象等、災害に関する
キーワードを用いて、収集するツイートが投稿された場所
を推定し、その地域の土砂災害の切迫性の高まりを把握
する手法を検討した[1]。以下に、近年の災害事例のツイ
ートを分析した結果からわかる活用の可能性を示す。 
・ある程度人口規模が大きい地域では、ツイートによる前

兆現象等の把握は、有効である。 
・住民がおかれた状況における心情・心理に関するツイー

ト等から、災害に対する切迫した状況を捉えられる。 
・住民の通報や消防団等の現地を確認した者からの報告

と比べて個々のTwitter情報の信頼性は劣るが、迅速性
に優れたTwitter情報は、現場からの第一報を受ける前
に豪雨時の地域状況を把握することが出来る。 

 
 

 

２．災害情報収集システムの開発 
ソーシャルセンサから得られる情報を警戒・避難システ

ムに活用するため、Twitter情報を用いた災害情報収集シ
ステムを開発した[2]。降雨時の利用を想定した場合、降
雨状況とTwitter情報を重ねて地図上に表示することで、
現地状況の理解が促され、またTwitter情報の信頼性の確
認に有効である。また、ツイート本文をタイムラインで閲覧
すれば、住民の心情・心理等から災害に対する切迫感の
変化を把握できる。ただし、平常とは異なる状況になった
事を知らせるアラート機能や、内容を要約する機能など、
システム利用者に応じた機能・表示方法をとることで、リア
ルタイムに得られる多量の情報から迅速に状況を把握し、
警戒・避難に役立てられる可能性がある。 
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図 平成 26 年 8 月広島市豪雨災害時のツイートの推移 
（広島市での投稿と推定された災害関連ツイート） 
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